
















こ
の
r
い
の
ち
11
ま
ず
は
生
き
る
こ
と」
か
ら
「
く
ら
し
11
生
活」
が
自
立
し
は
じ
め
た一
九
五
二
年一
月、

日
本
太
平

洋
問
題
調
査
会
調
査
委
員
会
（
矢
内
原
忠
雄
委
員
長）
は
「
生
活
水
準
研
究
小
委
員
会」
を
設
け
る。
大
内
兵
衛
委
員
長、

東
京
大
学
教
授
有
澤
廣
巳
主
査
の
ほ
か、
委
員
に
一
橋
大
学
教
授
兼
経
済
審
議
庁
審
議
官
大
川一
司・
総
理
府
統
計
局
長
兼

一
橋
大
学
教
授
森
田
優
三
・
慶
応
大
学
教
授
藤
林
敬
三
・
慶
応
大
学
助
教
授
中
鉢
正
美・
東
京
大
学
助
教
授
大
内
カ・
厚
生

省
人
口
問
題
研
究
所
長
岡
崎
文
規・
経
済
審
議
庁
計
画
部
長
佐
々
木
義
武・
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
教
官
佐
伯
喜一
・
同
平
弘

-
g
 

（
以
上
報
告
苔
執
筆
者）、
そ
れ
に
杉
本
栄一
・
宇
野
弘
蔵・
都
留
重
人
ら
を
加
え
た、
官
学一
体
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る。

そ
れ
は、
戦
前
生
計
費
調
査・
戦
時
標
準
生
活
費
設
定
の
蓄
積
を
継
承
し
て
は
い
た
が、
そ
の
方
法
は
よ
り
洗
練
さ
れ、

人
的
主
流
は
異
な
っ
て
い
た。
敗
戦
時
に
外
務
省
調
査
局
（
旧
大
東
亜
省）
大
来
佐
武
郎・
後
藤
誉
之
助
ら
が
事
務
局
を
担

当
し、
経
済
学
者
を
集
め
戦
後
日
本
経
済
再
建
策
を
検
討・
提
言
し
た、

有
澤
廣
巳・
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精一
・
都
留
重

人・
稲
葉
秀
三
ら
に
大
内
兵
衛
・
山
田
盛
太
郎・
宇
野
弘
蔵・
近
藤
康
男•
井
上
暗
丸
ら
も
加
わ
る
外
務
省
特
別
調
査
委
員

会
の
系
譜
で、
大
内・
有
澤・
都
留
の
ほ
か
森
田
•
佐
々
木
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は、

有
名
な
「
日
本
経
済
再
建
の
基
本
問
題」
（一
九
四
六
年
三・
九
月）
を
も
と
に、
四
七
年
二
月、
大

来・
有
澤
ら
を
中、心
に
「
生
活
水
準
と
日
本
経
済」
と
題
す
る
報
告
書
を
ま
と
め、
日
本
工
業
存
続
の
合
理
性
を
説
い
た。

グ
ル
ー
プ
の
有
澤・
中
山・
東
畑
ら
は
時
の
首
相
吉
田
茂
の
昼
飯
会
に
加
わ
る
プ
レ
ー
ン
と
な
り、

片
山・
芦
田
内
閣
で
も

経
済
安
定
本
部
顧
問
等
と
し
て、

傾
斜
生
産
方
式・
経
済
復
興
計
画
を
主
導
し
た。
有
澤
9だ
よ
れ
ば、
そ
の
基
調
は、
「
計

-
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こ
。

画
経
済」
で
は
な
い
が
政
府
が
指
導
す
る
r

計
画
化
と
社
会
化」
に
あ
っ
t

そ
こ
に
は、
「
国
力
の
貧
し
き
ゅ
え
に
大
量
の
r
い
の
ち」
を
奪
わ
れ
た
知
識
人
た
ち
の
戦
争
体
験
の
記
憶
に
加
え、
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i

 
｀
ヨ
遭一

度、
四一
年
に

校
（一
九
四一
年）

杉
本
栄一

『
国
民
生
活
時
間
調
査』

も
あ
る。

対
米
戦
争
が
始
ま
る
と、
企
画
院
の
迫
水
久
常、

説
子
・
大
谷
省
三
ら
が
動
員
さ
れ
て、

厳
し
い

r
国
民」
も
「
生
活」
も、
そ
れ
自
体
で
は
抵
抗
の
証
し
に
は
な
ら
な
い。

•
安
藤
政
吉•
西
山
卯
三
・
高
橋
亀
吉・
近
藤
康
男•
井
上
晴
丸・
暉
峻
義
等・
東
畑
精一

「
最
低
生
活
基
準」
が
設
定
さ
れ
が。

報
戦
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
競
わ
れ
る、

「
い
の
ち
か
ら
く
ら
し
へ
」
を
媒
介
し
た
ア
メ
リ
カ
風
r
生
活
水
準」
向
上

戦
後
の
生
活
保
護
法
は一
九
四
六
年ー
0
月
に
公
布
さ
れ
る
が、
い
わ
ゆ
る
r
生
活
学」
の
提
唱
は
五一
年、
今
和
次
郎

「
生
活
学
の
空
想」
と
さ
れ
る。
「
生
活」
を
「
く
ら
し」
と
読
み
替
え
た
花
森
安
治
編
集
『
美
し
い
幕
し
の
手
帖』
創
刊
は

四
八
年
九
月、
奥
む
め
お
ら
の
主
婦
連
合
会
結
成
と
同
時
で、
五一
年ー
ニ
月
号
か
ら
『
暮
し
の
手
帖』
と
な
る。
五
五
年

に
は、
政
府
の
肝
い
り
で
r
新
生
活
運
動」
が
始
ま
る。

戦
後
復
興
政
策
を
担
っ
た
経
済
安
定
本
部
（一
九
四
六
年
八
月
発
足）
は
五
二
年
八
月
経
済
審
議
庁、
五
五
年
七
月
経
済

企
画
庁
に
再
編
さ
れ、

最
初
の
政
府
の
経
済
計
画
11「
経
済
自
立
五
か
年
計
画」
を
策
定
す
る。
経
済
企
画
庁
『
経
済
白
書』

-
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の
歴
史
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が、
『
国
民
生
活
白
書』
の
創
刊
は、
『
経
済
白
書』
が
r
も
は
や
戦
後
で
は
な
い」
と
述
べ

た一
九
五
六
年
で
あ
る。
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を
行
っ
た。
国
民
健
康
保
険
法
が
三
八
年
で、

大
蔵
省
の
森
永
貞一
郎・
渡
辺
多
恵
子
ら、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
政
治
舞
台
で
あ
っ
た。
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国
民
服
（一
九
四
0
年）、
国
民
学

学
会
か
ら
大
河
内一
男・

・
中
西
寅
雄・
羽
仁

そ
の
内
容
に
お
い
て
陣
地
戦・
情
報
戦・
諜

I
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ナ
チ
ズ
ム
は 、
戦
前
世
界
で
最
も

民
主

有
澤
廣
巳
が
ド

イ
ツ
留
学
体
験
か
ら
得
た
r

く
ら
し」
の
信
念
が
貫
か
れ
て
い
た 。

的
な
憲
法
を
も
ち
な
が
ら

過
酷
な
賠
償
で
イ
ン
フ
レ
・

失
業
に
苦
し
ん
だ
ワ
イ
マ
ー

ル
共
和
国
の
な
か
か
ら
生
ま
れ 、
そ
れ

自
ら
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
東
京
大
学
助
教
授
の
職

が
世
界
戦
争
に
つ
な
が
っ

た 。
有
澤
の
体
験
し
た
歴
史
で
は 、

い
っ
た
ん
帝
政
を
倒
し

民
主
主
義
を
手
に
し
た

を
追
わ
れ
た
軍
国
日
本
の
民
主
主
義・
自
由
の
欠
如
も
さ
る
こ
と
な
が
ら 、

な
に
よ
り
も
そ
の
経
済
的
脆
弱
性
II

貧
困
と

ド
イ
ツ
国
民
が
世
界
恐
慌
の
な
か
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

を
熱
狂
し
て
迎
え
た
の
は 、

イ
マ
ー

ル
・
ド
イ
ツ
崩
壊
の
歴
史
的
教
訓
に
こ
だ
わ
り

続
け
る 。
有

失
業
に
原
因
が
あ
っ
た 。
有
澤
は
晩
年
ま

で 、
こ
の
ワ

澤
に
と
っ

て
の
r

平
和」
と
は 、
な
に
よ
り
も
国
民
経
済
の
再
建
で
あ
り
「

生
活
水
準」
の
確
保・
高
度
化
で
あ
っ

た。

こ
の
有
澤
廣
巳
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
の
分
析
手
法
と
政
策
構
想
が 、
太
平
洋
問
題
調
査
会
の
r

生
活
水
準」
概
念
化

を
主
導
し
た 。
そ
れ
が 、

学
界
の

；
な
ら
ず 、
経
済
安
定
本
部
の
後
身
経
済
審
議
庁・
経
済
企
画
庁
の
経
済
計
画
・

政
策
立

案
の
基
礎
と
な
り 、

同
時
に
高
度
経
済
成
長
期
の
大
衆
的
「

国
民
生
活」
イ
メ
ー

ジ
形
成
に
決
定
的
役
割
を
果
た
し
た 。
そ

の
r

生
活
水
準」
比
較
の
対
象
は 、
い
う
ま
で
も
な
く
「

ア
メ
リ
カ」
だ
っ

店 。

こ
こ
に 、
r

い
の
ち」
か
ら
「

く
ら
し
＂

生
活
水
準
向
上」
へ
の
軌
道
は 、
生
産・
消
費
増 、
家
計
所
得
増
に
設
定
さ
れ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
に
よ
る
r

独
立」
と 、
日
米
安
保
条
約
に
よ
る
米
軍
基
地
存
続

た 。
注
意
す
べ
き
は 、
こ
れ
が 、

し
わ
ゆ
る
「

戦
後
民
主
主
義」
「

民
主
教
育」
が
r

平
和」

に
反
対
す
る
「

平
和
運
動」
の
始
ま
り
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
り 、
、�

を
ピ
ル
ト

イ
ン
し
て
活
性
化
す
る
軌
道
と 、
オ
ー

バ
ー

ラ
ッ

プ
す
る
こ
と
で
あ
る 。

r

紛
争
巻
き
込
ま
れ
拒
否
意
識」
を
も
た
ら
し
た
「

国
民
生
活」

最
新
の
戦
後
「

平
和」
研
究
で
あ
る 、
憲
法
学
の
和
田
進
『

戦
後
日
本
の
平
和
意
識』
と
歴
史
学
の
安
田
浩
「

戦
後
平
和

蓮
動
の
特
質
と
当
面
す
る
課
題」
は 、
期
せ
ず
し
て 、

さ
に
共
通
し
て
注
目
し
た 。

否
意
識」
（
和
田）

史
上
空
前
の
「

半
世
紀
の
平
和」

問
題
は 、

ー
つ
は
ア
ジ
ア
ヘ
の
戦
争
責
任・
加
害
者
認
識
の
欠
如 、

で
あ
る 。
こ
れ
に
「

沖
縄
の
忘
却」
「

現
存
社
会
主
義
へ
の
幻
想」
を
加
え
れ
ば 、

-
17-

へ
の
今
日
的
見
方
と
な
る
だ
ろ
う 。

第
二
の
「

紛
争
巻
き
込
ま
れ
拒
否
意
識」
で
あ
る 。

理』」
と
し
て 、

的
精
神」）
が

当
初
は
反
基
地・
反
安
保
闘
争
の
原
動
力
に
な
る
が 、

成
長
に
従
属
す
る
と
い
う 。
安
田
は
さ
ら
に
踏
み
込
み 、

前
提
と
し
た
二
つ
の
公
理」
（
第
二
声
明 、

「
現
在
の
時
点」

一
九
五
0
年一
月）

か
ら
す
る
と

一
九
五
二
年
に
「

生
活
水
準」
設
定
を
主
導
し
た
大
内
兵
衛・
有
澤
廣
巳
．

都
留
重
人・
矢
内
原
忠
雄
ら
は 、
前
年
ま
で

「
全
面
講
和」
を
主
張
し
た
平
和
問
題
談
話
会
（
東
京
地
方
経
済
部
会）

立
は
単
独
講
和
に
よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
な
い」

は
「

社
会
経
済
的
な
健
康
体」
（
第
三
声
明 、

「
最
大
の
限
界」

「
第
二
の
公
理
11

経
済
的
自

の
設
計
者
た
ち
で
あ
っ
た 。
有
澤
に
と
っ
て
両
原
理
は
一
体
で 、
「

平
和」

五
0
年
九
月）

の
な
か
で
有
澤
廣
巳・
中
山
伊
知
郎・
都
留
重
人
の
三
人
に
注
目
し
た
ロ
ー

ラ
・

ハ
イ
ン
の
研
究
が
「

平
和
と
民
主
主
義
を

-
18-

求
め
て
ー
ー

政
治
的
文
脈
に
お
け
る
日
本
経
済
論」
と
題
さ
れ
た
の
は 、
き
わ
め
て
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た 。
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「
戦
後
民
主
主
義」
を
支
え
た
「

平
和」
に
内
在
し
た
二
つ
の
も
ろ

い
まー
つ
は
「

紛
争
巻
き
込
ま
れ
拒

和
田
は
こ
れ
を
r『

軍
の
論
理』
に
対
す
る
『

生
活
の
論

や
が
て
「

豊
か
さ
の
た
め
の
平
和」
と
し
て
経
済

戦
後
平
和
運
動
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

平
和
問
題
談
話
会
の
「

討
論
の

の
第
二
公
理
11「

経
済
的
自
立」
（
第一
は

と
ま
で
言
い
き
る 。

の
有
カ
メ
ン
バ
ー

で 、

に
よ
り
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た 。

お
お
む
ね
曰
本
近
代

ア
メ
リ
カ
日
本
研
究

ー

「
憲
法
の
平
和

ー
皇
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哨

一
九
七
四
年

「
社
会
指
標」

—
ー

福
祉・
衷
境・
余
暇
も
r

先
進
国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド」
ー
ー

「
モ
ー
レ
ツ
か
ら
ピ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
ヘ」
が
流
行
語
に
な
っ
た
の
が
一
九
七
0
年 、

「

生
活
水
準」
と
い
う
概
念
は 、

ゲ
ル
係
数
が
さ
が
っ
て
も
家
政
学
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
が 、

政
府
レ
ベ
ル
で
の
「

国
民
生
活
11
く
ら
し」
の
新
指
標
開
発
は 、

こ
の
頃
開
始
さ
れ
る 。

国
連
は
「

社
会
開
発・
社
会
計
画」
を
提
唱
し 、
ア
メ
リ
カ
で
は 、

公
民
権
運
動・
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
下
の
犯
罪
増・
人
種

対
立
激
化
な
ど
社
会
問
題
深
刻
化
が 、

新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
を
要
請
し
た 。
一
九
六
九
年 、

保
健・
教
育
・

福
祉
省
が
『

社

会
報
告
を
め
ざ
し
て』
を
発
表 、

①
健
康・
疾
病 、

②
社
会
的
流
動
性 、

③
物
的
環
境 、

④
所
得
と
貧
困 、

⑤
公
共
の
秩
序

と
安
全 、

⑥
学
習・
科
学・
芸
術 、

⑦
参
加
と
疎
外 、
を
大
項
目
と
し
た
デ
ー

タ
収
集・
公
共
計
画
づ
く
り
が
始
ま
る 。

し
か
し 、
日
本
の
指
標
づ
く
り
の
下
敷
き
に
な
っ
た
の
は 、
か
つ
て
の
r

健
康」
を
失
い 、
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
に
病
む
ア
メ

リ
カ
で
は
な
か
っ
た 。
日
米
欧
先
進
二
四
か
国
が
加
盟
す
る
O
E
C
D
は 、
一
九
七
0
年
閣
僚
理
事
会
で
「

成
長
は
そ
れ
自

体
が
目
的
で
は
な
く 、
生
活
の
よ
り
良
い
質
の
向
上
を
め
ざ
すー
つ
の
手
段
で
あ
る」
と
宣
言
し 、

比
較
可
能
な
指
標
を
つ

く
り 、
デ
ー

タ
を
集
め 、

「

く
ら
し
よ
さ」
の
平
等
化
を
め
ざ
す 。
七
三
年
の
T
he
O
E
C
D
 Lis
t
 o
f
 

So
cial
 l
n
d

ica,

t o
rs

は 、

①
健
康
②
教
育
と
学
習 、

③＿
雇
用
と
勤
労
生
活
の
質 、

④
時
間
と
レ
ジ
ャ
ー 、

⑤
個
人
の
経
済
的
条
件 、

⑥

物
的
環
境 、

⑦
社
会
的
環
境 、

⑧
個
人
の
安
全
と
法
の
執
行 、

⑨
社
会
的
機
会
と
参
加 、
の
九
項
目
を
「

社
会
目
標」
に
し

-
R
)
 

た
も
の
で 、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ら
に
主
領
域
・

小
領
域
に
細
分
さ
れ 、

計
董
可
能
な
指
標
が
設
定
さ
れ
た 。
そ
こ
に
は 、
六
〇

年
代
日
本
で
政
治
的
争
点
に
な
り 、
い
わ
ゆ
る
革
新
自
治
体
台
頭
の
要
因
と
な
っ
た
福
祉・
栗
境
は
も
と
よ
り 、
家
族
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
余
暇
の
問
題
も
包
括
的
に
入
っ
て
い
た 。
「
く
た
ば
れ
G
N
P」
が
語
ら
れ 、
r

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る」

ー

9.
、

ー

•
A

i
 .
.
 

ー

ー

.., .,’! 

エ
ン

一
九
六
0
年
は
「

戦
後
民
主
主
義
の
頂
点」
安
保・
三
池
闘
争
の
年
で
あ
り 、

岸
信
介
型

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

政
治」
を

r
利
益
誘
導
政
治」
に
転
換
さ
せ
た
池
田
勇
人
の
「

所
得
倍
増
計
画」
の
年
で
あ
る 。
こ
の
年
の
『

国
民
生
活
白
書』
は 、

い
る 。
家
庭
電
化
の
「

消
費
革
命」
や
「

生
活
革
新
の
先
頭
に
立
つ
団
地

当
時
の
r

生
活
水
準」
認
識
を
端
的
に
表
現
し
て

所
得・
物
価・
消
費・
貯
蓄•
生
活
意
識
と 、
か
の
r

日
米

族」
の
分
析
も
さ
る
こ
と
な
が
ら 、
全
体
の
構
成
が 、
世
帯・

生
活
水
準
比
較」
に
用
い
た
実
質
賃
金・
家
計
消
費
分
折
に
r

生
活
意
識」
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た 。

し
か
し 、
六
0
年
代
に
状
況
は
変
化
す
る 。
西
欧
福
祉
国
家
型
復
興 、
日
本
の
公
害・
環
境
破
壊
を
伴
う
高
成
長 、
ア
メ

リ
カ
の
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
敗
北 、
ド

ル
危
機・
石
油
危
機
が 、
世
界
的
経
済
成
長
と
ア
メ
リ
カ
ー
国
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

を
終
焉
さ
せ

し
な
が
ら 、

内
部
の
自
律
性
は
そ
れ
な
り
に
尊
重
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
基
軸
の
国
際
機
構・

る
が 、

金
11
ド
ル
の
裏
づ
け
を
失

�

国
際
秩
序
が 、

先
進
国
主
導
で
再
編
さ
れ
た 。

メ
リ
カ
と
組
め
ば
世
界
の
富
の
四
割
を

日
本
は 、

戦
後
賠
償
や
日
韓
条
約
を
テ
コ
に
ア
ジ
ア
ヘ
経
済
進
出
し 、
「

兄」
ア

ノ
ー
ト

ナ
ー
と
な
り 、
し
か
も
両
国
間
で
の
相
対
的

生
産
す
る
「

バ
イ
ゲ
モ
ニ
ー

（
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

共
有）」
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
。ヽ

シ
ェ
ア
を
大
き
く
し
て
い
く 。
こ
の
段
階
で 、
r

国
民
生
活」
は 、

経
済
主
義
的
「

生
活
水
準」
の
み
で
は
計
測
で
き
な
く

メ
リ
カ
主
導
で
は
あ
る
が
先
進
国
共
通
の
r

グ
ロ
ー

バ

な
り 、

比
較
対
象
も
戦
争
に
病
む
ア
メ
リ
カ
の
実
像
で
は
な
く 、
ア

ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド」
と
な
り 、
か
つ 、
そ
の
指
標
は 、

実
質
賃
金
か
ら
社
会
生
活
全
般
へ
と
拡
大・
細
分
化
す
る 。

経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
と
国
民
生
活
審
議
会
が
主
導
す
る
も
の
で 、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は 、
お
お
む
ね
三
段
階
で
あ
る 。

g

)」

九
二
年
か
ら
の
現
行

「
新
国
民
生
活
指
標

一
九
七
四
年
r

社
会
指
標
（
S
I)」 、

八
六
年
「

国
民
生
活
指
標
（
N
S
I

、

(
P
L
I)」

で
あ
る 。

．
．．．
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る
「

基
本
計
画」
づ
く
り
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

ペ
き
「

基
本
構
想」
と
そ
れ
を
執
行
す

こ。

の
市
町
村
は
自
治
体
の
憲
法
と
い
う

ー
カ
ル
資
料・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
集
約
を
も
意
味
し
f

つ
あ
っ
た 。
職
場
の
「

会
社
の
名
前・
名
刺
の
肩
書
き」
や 、

教
育

が 、
「

社
会
指
標」
は 、
そ
う
し
た
ロ

ノ
キ
ン
グ
に
な
っ
て
き
た 。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対

こ
の
頃 、

巷
で
も
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
意
味
を
失
い
つ

「
モ
ー
レ
ツ
社
員」
に
と
っ
て
は 、

職
場
が

に
お
け
る
「

有
名
校・
偏
差
値」
が 、

新
し
い
モ
ノ
サ
シ
と
な
り 、
ラ‘

、
「

紛
争
巻
き
込
ま
れ
拒
否」
が
入
り
込
む 。

す
る
庶
民
の
「

平
和」
意
識
に
は

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
「

デ
ィ

グ
に
対
す
る
青
空 、

添
加
物
食
品
に
対
す
る
有
機
栽
培 、
小

．‘
ー
ラ
ッ
プ
じ
た 。

蔽
湯」
だ
っ
た 。
光
化
学
ス
モ
ッ

ジ
ャ

パ
ン」
の
の
ん
び
り一
人
旅
が 、
「

平
和」
と
オ
ー

ノ

ス
カ
バ
ー
・

九
七
二
年
に
発
足
し、
七
四
年
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る 。

に
注
目
す
る
理
論
が
出
て
く
る 。
歴
史
学

今
和
次
郎
の
提
言
か
ら
二
0
年 、
日
本
生
活
学
会
は一

ら
も、
「

生
活
過
程」

「
生
活
様
式」

「
生
産」
中
心
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
な
か
か

「

人
民
闘
争」
や
「

民
衆 J
r

住
民」
「

市
民」
に
注
目

。
「

階
級．
階
級
闘
争」
に
代
え
て

も、

現
在
を
過
去
に
投
影
す
る

r

社
会
史」
r

生
活
史」
「

女
性
史」
へ
の
流

す
る

動
き
も
あ
れ
ば 、
「

経
済
的
社
会
構
成
体」

「
国
家
史」
「

経
済
史」
か
ら

れ
も
現
れ
た 。

そ
r

平
和」
の
モ
ノ
サ
シ
ー
ー

一
九
八
六
年
r

国
民
生
活
指
標」

ー
ー
r

生
活
満
足
度」
こ

ト
ナ
ム
撤
退
で
傷
つ
い
た
大

ク
で 、

高
度
経
済
成
長
は
世
界
的
に
終
焉
す
る 。
ベ

一
九
七
三
年
秋
の
第一
次
石
油
シ
ョ
ッ

た
資
源
小
国
日
本
も
大
打
撃
を
受
け 、

減
童
経
営 ・
翰
出

、

戦
後
三
0
年
を
超
高
速
で
駆
け
抜
け

国
ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り

洪
水
に
よ
る
r

安
定
成
長」
へ
の
軌
道
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た 。

1

ー
.t'̀
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革
新
系
知
事・
市
町
村
長
が
増
大
し
r

シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム」
を
唱
え
る
も
と
で 、
日
本
政
府
と
し
て
も 、

手
を
う
た
ね
ば

な
ら
な
い
関
心
領
域
だ
っ

た 。

一
九
七
0
年ー
ニ
月 、
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
審
議
会
に
社
会
福
祉
指
標
委
員
会
（
青
山
秀
夫
主
査）
が
設
け
ら
れ 、

翌

年
六
月
国
民
生
活
審
議
会
調
査
部
会
（
篠
原
三
代
平
部
会
長）
に
組
み
込
ま
れ
て
七
四
年
九
月
に
最
初
の
体
系
が
つ
く
ら
れ

試
算
さ
れ
た 。
そ
れ
が
「

生
活
水
準」
に
代
わ
る
「

国
民
生
活」
の
新
し
い
考
え
方
で 、
r

社
会
指
標
ー
ー

よ
り
よ
い
暮
ら

し
へ
の
も
の
さ
し」
と 、

名
前
も
お
役
所
離
れ
し
た一
0
の
r

社
会
目
標」
・

ニ
七
主
構
成
要
素・
七
七
副
構
成
要
素
•

一

八
八
細
構
成
要
素
・

三
六
八
個
の
指
標
を
も
つ
「
く
ら
し
よ
さ」
の
体
系
だ
っ
た 。
十
大

「
社
会
目
標」
と
は 、

①
健
康 、

②
教
育・
学
習・
文
化 、

③
雇
用
と
勤
労
生
活
の
質 、

④
余
暇 、

⑤
所
得・
消
費 、

⑥
物
的
環
境 、

⑦
犯
罪
と
法
の
執
行 、

⑧
家
族 、

⑨
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

生
活
の
質 、

⑩
階
層
と
社
会
移
動 、
と
ア
メ
リ
カ
『

社
会
報
告』
で
は
な
く
O
E
C
D
指
標
を

モ
デ
ル
に
し 、
か
つ
て
の
r

生
活
水
準」
の
中
心
で
あ
っ
た
r

所
得・
消
費」
は 、
「

余
暇」
の
後
の
目
立
た
ぬ
位
置
に
つ

当
時
の
革
新
東
京
都
知
事
は 、
大
内
兵
衛
の
流
れ
を
く
む
美
濃
部
亮
吉
で
あ
っ
た
が 、
こ
の
時
点
で 、

有
澤
廣
巳
ら
労
晨

派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
経
済
主
義
的
「

計
画
化・
社
会
化」
色
は一
掃
さ
れ 、

社
会
学・
法
学・
政
治
学
の
考
え
方
や
「

非
貨

幣
的
指
標」
が
採
用
さ
れ
る 。
注
目
す
べ
き
は 、
当
初
か
ら
r

経
済
成
長
の
歪
み」
と
し
て
公
害・
環
境
破
壊
や
社
会
資
本

未
整
備
に
対
処
す
る
と
う
た
わ
れ 、
r

余
暇」
が
く
み
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る 。
ま
た
三
六
八
指
標
の
膨
大
な
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

デ
ー

タ
を
得
る
た
め 、

各
都
道
府
県
に
ど
の
程
度
調
査・
立
案
能
力
が
あ
り 、

地
域
に
即
●
た
ど
ん
な
実
態
資
料・

デ
ー

タ
が
あ
る
か
も
調
査
さ
れ
た 。
佐
藤
内
閣
の
新
全
国
総
合
開
発
計
画
を
受
け
た
六
九
年
地
方
自
治
法
改
正
で 、
す
べ
て

＇

>.
1
り
伐 ・・
ふ
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直
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帽
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大
平
総
理
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
プ
レ
ー

ン
集
団
11

政
策
研
究
会
は 、
「

文
化
の
時
代」
に
お
け
る
主
観
的
「

生
活
満
足

し
る
と
い
う
状
態
は 、
安

感」
の
重
要
性
を
説
い
た 。
日
< ‘
r

自
分
の
生
活 、

家
庭
に
満
足
し 、

政
治
の
不
平
を
言
っ
て

�

定
し
た
社
会
を
意
味
す
る••
…•

生
活 、

家
庭 、

職
湯
で
の
満
足
感
が
下
が
っ
て
く
る
と 、

政
治
に
対
す
る
不
満
も
よ
り

顕
在

化
し 、
社
会
情
勢 、

政
治
情
勢
が
不
安
定
化
す
筵」 。

世
界
的
に
r

新
自
由
主
義」
が
強
ま
り 、
中
曽
根
内
閣
の
も
と
で
第
二
次
臨
調
の
行
財
政
改
革
が
進
み 、
「

活
力
あ
る
福

人
生
五
0
年
型
シ
ス
テ
ム』
か
ら
『

人
生
八
0
年
型
シ
ス
テ
ム』

祉
社
会」

r
国
際
社
会
へ
の
貢
献」
が
声
高
に
な
る 。

rr

八
六
年
三
月 、
国
民
生
活
審
議
会
総
合
政
策
部
会
調
査
委
員

へ
の
対
応」
が
再
検
討
さ
れ
て 、
「

社
会
指
標
（
S
I)」
は 、

会
（
福
武
直
委
員
長）
の
『

国
民
生
活
指
標
(
N
S
I)』

へ
と
転
換
さ
れ
る 。

N
S
I
は 、
八
個
の
「

社
会
領
域」
を
設
定
し 、
満
足
感・
中
流
意
識・
幸
福
感
な
ど
「

主
観
的
意
識
指
標」
と 、

国
際

j
大

r
社
会
領
域」
と
は 、

①
健
康 、

②
環
境
と
安
全 、

化・
情
報
化・
社
会
病
理
な
ど
「

関
心
領
域
別
指
標」
を
設
け
た 。
＼

③
経
済
的
安
定 、

④
家
庭
生
活 、

⑤
勤
労
生
活 、

⑥
学
校

生
活 、

⑦
地
域・
社
会
活
動 、

⑧
学
習・
文
化
活
動
で 、
審
議
過

「
も
の
の

豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ」
の
測
定
を
試
み
た 。
国
際
化・
情

程
で
は
r

ア
メ
ニ
テ
ィ」

が
取
り
上
げ
ら
れ 、

報
化
で
カ
タ
カ
ナ
指
標
が
増
え 、
「

家
庭・
社
会
の
病
理」
で
は
単
身
赴
任・
校
内
暴
カ・
不
登
校
な
ど
も
扱
っ
た 。
「

中
流

意
識」
ま
で
指
標
に
採
用
し 、

社
会
の
自
助
努
力
が
強
調
さ
れ
「

福
祉
国
家」
の
色
彩
は
消
さ
れ
た 。

ン
G
N
P
が
広
が
っ
て
き
た
が 、
パ
プ
ル
経
済
に
踊
る
日
本
で
は 、

世
界
的
に
環
境
費
用
を
マ
イ
ナ
ス
算
定
す
る
グ
リ
ー

ー
ラ
ー

ス
テ
イ
ン
「

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

の
循

大
き
な
関
心
を
払
わ
れ
な
か
っ
た 。
P
・

ケ
ネ
デ
イ
『

大
国
の
興
亡』
や
ー
・

ウ
ォ

メ
リ
カ
で
「

日
本
異
質
論」
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
の
は 、
こ
の

環」
論
で
ニ
ー
世
紀
日
本
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

が
示
唆
さ
れ 、
ア

頃
で
あ
る 。

一
九
九
二
年
r

新
国
民
生
活
指
標」

ーー
r

活
動」
を
組
み
込
ん
だ
地
域
と
個
人
の
格
付
け
ー
ー

一
九
八
九
年
の
東
欧
革
命・
冷
戦
崩
壊 、
九一
年
ソ
連
崩
壊
で 、
二
0
世
紀

「
社
会
計
画」
の
壮
大
な
実
験
と
し
て
の
現

存
社
会
主
義・
共
産
主
義
は
崩
壊
し
た 。
八
五
年
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
で
ド
ル
換
算
す
る
と 、
「

生
活
水
準」

「
社
会
指

標」
で
は
世
界
最
高
水
準
が
続
出
し
た 。
国
内
で
は
全
然
実
感
で
き
な
い
が 、

老
齢
年
金
額
ま
で
二
倍
に
な
り
r

福
祉
超
大

国」
と
い
わ
れ
た 。

国
連
は 、
一
九
九
0
年
r

人
間
開
発
指
標
(
H
D
I)」 、

翌
九一
年
「

人
間
自
由
度
指
標
(
H
F
I)」
を
発
表
し
た 。

「
人
間
開
発」
と
は
「

人
々
の
選
択
を
広
げ
る
プ
ロ
セ
ス」
と
規
定
さ
れ 、
日
本
は
長
寿
・

高
学
歴・
高
識
字
率
が
効
い
て

H
D
ー
は一
六
0
か
国
中
カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
第
二
位 、
し
か
し
H
F
I
で
は
代
用
監
獄
制
度
や
男
女
賃
金
格
差
で
減
点
さ
れ
一

五
位
に
と
ど
ま
っ
た 。

一
九
九
二
年
六
月 、
プ
ラ
ジ
ル
で
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ 、

世
界一
八
0
か
国
首
脳 、
八
千
近
い
N
G
o.
N
P

0
が
一
同
に
会
し

＂「
持
続
し
う
る
開
発」
に
合
意
し
た
が 、
日
本
の
宮
沢
首
相
は 、
P
K
o
派
遣
法
案
処
理
で
欠
席
す
る
醜

と
は
「

南」
に
O
D
A
を
ば
ら
ま
く
だ
け
の
「

北」
向
け
リ
ッ
プ

態
を
演
じ 、
日
本
の
「

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド」

サ
ー
ピ
ス
で
は
な
い
か 、
と
椰
楡
さ
れ
た 。
そ
の
代
わ
り 、

池
田
内
閣
『

所
得
倍
増
計
画』
に
な
ら
っ
た
『

生
活
大
国
五
か

年
計
画
ー
ー

地
球
社
会
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て』
を
発
表 、
「

所
得」
か
ら
「

生
活」
へ
の
シ
ン
ボ
ル
転
換
を
端
的
に
示
し
た 。

こ
の
r

生
活
大
国」
風
発
想
は 、
国
民
生
活
審
議
会
総
合
政
策
部
会
調
査
委
員
会
（
今
田
高
俊
委
員
長）
で
の
審
議
を
経

＇

ー

ー

ー
．
．．．． ．．．
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い
r

豊
か
さ
の
も
の
さ
し」
11「

新
国
民
生
活
指
標」
に
採
用
さ
れ 、
英
語
で
「

P
L

ー
九
九
二
年
五
月 、

全
く

新
し

「
個
々
人
の
生
活
の
豊
か
さ」
を
測
る
た
め 、

.....,
 =
 Peo
pl
e's

 I、ife
 I
n

d

ica
tors」
と

題
さ
れ
た 。
「

国
民
生
活」
で
は
な
く

し
ぅ
主
体
的・
能
動
的
命
名
を
得

も
r

社
会
領
域」
で
も
な
く
「

活
動
領
域」
と
�

フ
レ
ー

ム
そ
の
も
の
が
r

社
会
目
標」
で

④
育
て
る 、

⑤
癒
す 、

⑥
遊
ぶ 、

⑦
学
ぶ 、

る 。
そ
れ
は 、
N
S
I
と
数
は
同
じ
だ
が 、

①
住
む 、

②
費
や
す 、

③
働
く 、

1
大
「

活
動
領
域」
に 、

①
安
全•
安
心 、

⑧
交
わ
る 、
と
動
詞
化
す
る 。
そ
の
＼

②
公
正 、

③
自
由 、

④
快
適
と
い
う
「

四

ク
ス
に 、
そ
れ
ぞ
れ
一
ー

ー
一
個
の
指
標
を
配
し
て 、

女

つ
の
評
価
軸」
を
設
定
し 、
こ
の
縦
横
八
x
四
11

三
二
の
ボ
ッ

性
・

障
害
者
な
ど
主
体
の
違
い
や 、

カ
ラ
オ
ケ
ま
で
を 、
動
的
に
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動・
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
パ
チ
ン
コ
・

入
る
と 、

例
え
ば
「

交
わ
る」
の
数
盤
化
と
は 、
r

安
全•
安
心」
で

ら
え
よ
う
と
し
た 。
も
っ
と
も

指
標
の
内
部
に
立
ち

ス
さ
れ 、
r

公
正」
は
計
測
不
能 、
r

自
由」

婚
姻
率
が
プ
ラ
ス
・

離
婚
率
が
マ
イ
ナ

で
今
度
は
同
じ

離
婚
率
が
プ
ラ
ス
さ
れ 、

プ
加
入
率 、

献
血
者
数
等
に
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
て
指
数
化
し 、

交
際
費
支
出 、

奉
仕
活
動
時
間 、

共
同
募
金
額 、

老
人
ク
ラ

ace
 to

face

の
「

ふ
れ
あ
い」
や
住
民
参
加
と
は
か
け
離
れ
た 、

机

「
快
適」
は
交
際
時
間
と
公
民
館
数
で
測
ら
れ
る 。
f

上
の
計
算
と
な
る 。

キ
ン
グ」
で
あ
る 。
か
つ
て
の
「

生
活
水
準」
型
指
標
で
は 、

事
実
上

r
I

目
玉
と
さ
れ
た
の
は
r

地
域
別
豊
か
さ
ラ
ン

大
阪
が
二
位
だ
が
東
京
の
三
分
の
二 、

最
下
位
は
常
に
沖
縄
で

人
当
た
り
県
民
所
得」
に
収
敏
し 、

東
京
が
断
然
ト
ッ
プ 、

と
こ
ろ
が
モ
ノ
サ
シ
を
増
や
す
と 、

九
二
年
作
成
時
の
試
算
で

ト
ッ
プ
東
京
の
半
分
と
い
う
構
図
が
変
わ
ら
な
か
っ
た 。

な
ら

北
海
道 、
r

癒
す」
r

交
わ
る」

「
住
む」
で
は
北
陸 、
「

育
て
る」
r

遊
ぶ」

r

費
や
す」
は
関
東
が
高
か
っ
た
も
の
の 、

の
「

多
様
化」
が
現
れ
た 。
そ
れ
を
指
数
化
し
た
総
合
指
標
ラ
ン

な
ら
長
寿
の
沖
縄
と 、
お
そ
ら
く

立
案
者
の
狙
い
ど
お
り

キ
ン
グ
は 、

毎
年
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
新
聞一
面
ト
ッ
ブ
を
飾
る
よ
う
に
な
る 。
九
八
年
で
い
え
ば 、

福
井•
石
川
・

長
野・
山
梨・
富
山
が
ペ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ヴ 、
か
の
r

裏
日
本」
が
ズ
ラ
リ
と
オ
モ
テ
に
な
り 、
東
京
七
位
・

大
阪
四
五
位

の
心
理
的
「

分
権
化」
を
も
た
ら
し
た 。
最
下
位
は
埼
玉
で 、

初
年
度
発
表
時
に
知
事
が
経
済
企
画
庁
に
抗
議
し
た
日
く
つ

き
で
あ
っ
た 。
住
民
投
票
で
米
軍
基
地
は
不
要
と
直
接
民
意
を
表
明
し
た
沖
縄
県
は 、

な
ぜ
か
「

交
わ
る」
で
も
四
五
位
ま

で
下
が
り 、

総
合
ワ
ー

ス
ト

ニ
位
だ
っ
た 。

こ
れ
は
要
す
る
に 、
r

豊
か
さ
の
ゲ
ー

ム
化」
11

高
校
野
球・
国
民
体
育
大
会
風
「

癒
し」
で
あ
る 。
モ
ノ
サ
シ
が
増
え
た

だ
け 、

多
様
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る 。
ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド
の一
女
性
市
民
が 、
ヒ
ロ
シ
マ
の
写
真
に
衝
撃
を
受
け
て
始
め

た
運
動
が 、

核
兵
器
の
違
法
性
を
問
う
国
際
司
法
裁
判
に
発
展
し 、
N
G
O
の
企
画
力
は 、
日
本
政
府
を
含
む
地
雷
禁
止
条

約
締
結
に
ま
で
発
展
し
た
が 、
日
本
の
P
L
I

的
「

平
和」
と
は 、
阪
神
大
震
災
や
オ
ウ
ム
事
件
を
教
訓
に
し
な
が
ら
の 、

ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
城
内
平
和
11

数
蜃
化
し
う
る
「

安
全•
安
心・
快
適」
と
な
る 。
下
位
常
連
の
自
治
体
か
ら
の
抗
議
で 、

九

九
年
に
は 、
と
う
と
う
都
道
府
県
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表
が
中
止
さ
れ
た 。
し
か
し
「

豊
か
さ」
の
数
盤
的
指
標
と
し
て
の

P
L
I
そ
の
も
の
は 、
ニ
ー
世
紀
へ
と
引
き
継
が
れ
た 。

ハ
ン
ナ
・

ア
レ
ン
ト
は 、
r

全
体
主
義」
と
の
思
想
的
格
闘
の
な
か
で
「

労
働
(labor)
・

仕
事
(
wor
k)
・

活
動

(ac
t
ion)」
を
識
別
し 、

現
存
社
会
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
双
方
を
超
え
る
「

活
動」
の
な
か
に 、
人
間
の
希
望
を
見
い
だ

て 、

お
わ
り
に
|
ー
r

ふ
れ
あ
い」
の
戦
後
史
へ
の
序
章

I

観
塁
髯

ー ．，． ． 

? : : 

． ，・

墨―

9つ
一‘ 戦後日本と rアメリカ・の影 ー

．．．．
⇒

9

,

 
.
..

 ,

 ..
.

.

 ;

•

•

I

詰
屈
愧
叱
溝
祁

・
・
・

1
.
’
9..
�

.
 

..

.

...
 1.
J
.
"
;
.
.
‘•
『.i.
.
..
 ".
,
 ..

．．
 

1
1
9

9

9
,

 .
.
.

 9
9

 .

.

I
 



9.1
ー、
9

[

注
]

(

l
)
 

丑）

そ
う
と
し
た 。

P
L
ー
は 、

か
た
ち
を
と
る 。

シ
ー」

で
あ
る 。

て
受
容
さ
れ
た 、

員
体
制」

つ
け
た
が 、

r
ふ
れ
あ
い
」

て
き
た 。
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見
方
に
よ
れ
ば 、

し
か
し 、

こ
の
領
域
を
も
r

生
活」
に
含
め 、

そ
れ
は
r

豊
か
さ」

し
か
も
r

国
民」

の
自
由
な
自
己
定
義
で 、

こ
の
半
世
紀
の
日
本
列
島
住
民
の
歩
み
と
重
ね
合
わ
せ
る
と 、

指
標
が
つ
く
ら
れ 、

デ
ー

タ
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
に
集
め
ら

れ 、

r
受
動
的
革
命」
(

A
・

グ
ラ
ム
シー

の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た 。

と
し
て 、

そ
こ
に
「r

安
楽』

か
つ
て
有
澤
廣
巳
は 、

を
主
観
的
「

生
活
標
準」

「
い
の
ち」

レ
ス
が
鬱
積
す
る 。

数
羹
化
し
う
る
こ
と
は 、

能
性
を
意
味
す
る 。

そ
の
格
付
け
も 、

ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド」

検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
て
数
董
化
さ
れ 、

ヒ
ロ
ヒ
ト

の
い
ら
な
い
現
代
版

r
総
動

名3-

へ
の
全
体
主
義」

を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る 。

r
政
府
が
指
導
す
る
計
画
化
・

社
会
化」

を
r

計
画
経
済」

と
厳
密
に
区
別
し
て

の
身
体
性
に
根
ざ
し
た
そ
う
し
た
「
く
ら
し」

い
r

遊
び」

や
「

癒
し」

や
r

交
わ
り」
が

「
平
和」

の
た
め
に
不
可
欠
と
構
想
さ
れ
た
r
く
ら
し
の
豊
か
さ」
が 、

わ
り」

は 、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て 、

な
ん
ら
か
の

r
健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準」

「
生
活
標
準」
と
な
っ
た 。

い
つ
し
か
「

安
楽
ゆ
え
の
平
和」

と
な
り 、
r

交

素
早
く

地
球
大
に
飛
ぶ
瞬
間
芸
に
な
っ
た 。

も
っ
と
も
確
か
な

の
場
で
あ
っ
た
家
族
や
地
域
の
な
か
に
も
r

快
適
さ」

が
入
り
込
み 、

「
標
準」
が
設
定
可
能
で 、

へ
の
道
は 、

そ
の
「

偏
差」
に
よ
る
格
付
け
11
ラ
ン
キ
ン
グ
の
可

指
標
が
だ
れ
か
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
以
上 、

業
一

0
0
年
の
老
舗
山
一

証
券
の
倒
産
は 、

の
圧
力
に
押
さ
れ 、

ゞ
プ
ル
経
済
崩
壊 、

少
子
高
齢
社
会
化」

圧
力
の
な
か
で
の
ノ

ー増
を
経
験
し
た
世
紀
末
に
い
た
っ
て 、

(
3-こ。

る
を
え
な
く
な
っ
t

戦
後
半
世
紀
の
日
本
列
島
住
民
は 、

そ
れ
を
媒
介
し
た
陣
地
戦
・

情
報
戦
に
お
い
て

ソ
プ
ト
な
誘
導
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

が
あ
り 、

政
府
も
よ
う
や
く
「

豊
か
さ」

「
貧
し
く
弱
く
遅
い
非
行
少
年」

で
は
な
<
r

個
人
の
選
択」

r
ラ
イ
フ
の
意
味
づ
け
の
デ
モ
ク
ラ

そ
れ
が
政
府
に
よ
り
設
定
さ
れ 、

コ
ー
ド

化
し
ゲ
ー

ム
化
し

と
区
別
し 、

に
委
ね
た

客
観
的
r

生
活
水
準」

へ
の
到
達
を
構
想
し 、
「

平
和」

い
つ
し
か
風
化
し
て 、

と
結
び

手
応
え
の
な

学
校
や
隣
人
関
係
に
も
競
争
と
ス
ト

情
報
と
イ
メ
ー

ジ
に
左
右
さ
れ
る 。

創

ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
格
付
け
会
社
の
世
界
支
配
下
で 、
r

グ鼻
疇ざ

た 。
r

グ
ロ
ー

パ
ル
化
・

情
報
化
・

政
府
に
見
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

金
融
危
機
・
リ
ス
ト
ラ
・

失
業
増 、

の
国
家
的
設
定
の
意
味
そ
の
も
の
を 、

か
ら
「

豊
か
で
強
く
素
早
い
成
人」

政
府
に
よ
る
r

生
活
水
準」

家
族
崩
壊
・

少
年
犯
罪
急

問
い
直
さ
ざ

へ
と
疾
走
し

か
ら
「

新
国
民
生
活
指
標」
へ
の

に
発
す
る
諜
報
戦
の

r
影」
が
あ
っ

そ
の
指
標
設
定
そ
の
も
の
に 、
r

ア
メ
リ
カ」

た 。

戦
後
五
0
年
の
バ
ラ
ン
ス
ジ
ー
ト
は 、

r
ふ
れ
あ
い
」

他
者
と
の
身
体
性
に
根
ざ
し
た

七
一
六
号 、
一
九
九
八
年
ー
0

九
九
八
年
度
研
究
大
会
全
体
会
報
告
（ 『
歴
史
学
研
究』

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人

本
●

は、

歴
史
学
研
究
会
一

そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は 、

筆
者
の
イ
ン

ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
る 。

l
\k a
lo
te/
Ho
me .
sh
t

ml)

月）

を、

本
書
の
た
め
に
ア
＞

（h
t
t

p://
w
w
w.
H.H
j4u.o

r.iP

、

写
真・
図
表
を

ネ
チ
ズ
ン
・
カ
＞
ッ
ジ」

デ
ー
タ
を
簡
略
化
し

ー
ジ
r

加
藤
哲
郎
の

こ
こ
で
は
論
9日 ・

し
て 、

加
藤

ホ
ー
ム
ペ

こ。

紙
数
の
都
合
で 、

小
論
の
前
提
と

、

逐
次
更
新
さ
れ
て
き
f

)
。

な
お 、

に
公
開
さ
れ
て

右
の
H
P
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
＂

ズ
ム
と
ス
ト
＞
ス』
（
花
伝
社 、
一
九
九

省
略
し
た
の
で 、

詳
し
い
内
容
は 、

、

同
『

現
代
日
本
の
リ

（
花
伝
社 、
一
九
八
八
年）

『
ジ
ャ
パ
メ
リ
カ
の
時
代
に』

の
親
密
圏
・

公
共
圏
か
ら 、

再

．

＇
，
ふ、．＂
AL7
J'
広，
3U
E
T"

乳

.
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9:'

永
野
順
造
『

国
民
生
活
の
分
析』
（
時
潮
社 、
一
九
三
九
年）
六
六
頁 。

ジ
ア
の
巨
人』
全
四
巻
（
日
本
経
済
新
聞
社 、
一
九
七
八
年） 。

（『
日
本
通
史』
別
巻
ー 、

岩
波
雹
店 、
一
九
九
五
年）
ニ
ー
六
頁
以
下 。
な
お 、

(

9
)

パ
ト
リ
ッ
ク
11
ロ
ゾ
フ
ス
キ
ー

編
『

ア

九
八
四
年）
一
九
三
・

ニ
五
八
頁 、

参
照 。

(

10
)

J・
ダ
ワ
ー
「

日
本
社
会
像
の
現
在」

詈
見
俊
輔
『

戦
後
日
本
の
大
衆
文
化
史』
（
岩
波
苔
店 、
一

メ
ス
出
版 、
一
九
八
五
年
ご一
三
頁 。

(

ll
)

川
添
登
『

生
活
学
の
誕
生』
（
ド

一
男
著
作
集』
第
四
巻、

青
林
書
院
新
社 、
一
九
六
九

一
九
四
三
年
（
『

大
河
内

(

12こ

大
河
内一
男
r

国
民
生
活
の
理
論」

、

調
査
研
究
動
員
本
部
『

戦
時
国
民
生
活
最
低
基
準
に
関

（一
九
四
二
年
九
月）

・

年）、
マ
ル
秘
『

標
準
生
活
費
の
研
究』

『
単一
民
族
神
話
の
起

ミ
ズ
ム
の
言
説
は 、

小
熊
英
二

一
九
四
五
年
四
月） 、

優
生
学
等
日
本
の
ア
カ
デ

す
る
答
申
雹』
（

、
一
九
八
四
年） 。

源』
（
新
曜
社 、
一
九
九
五
年） 、

参
照 。

(

13
)

佐
和
隆
光
『

高
度
成
長』
(
N
H
K
プ
ッ
ク
ス

一
九
五
四
年）、

油
井
大
三
郎
『

未
完
の
占
領
改
革』
（
東

の
生
活
水
準』
（
東
京
大
学
出
版
会 、

(

14
)

有
澤
廣
巳
編
『

日
本

一
九
八
九
年）

終
章 、

参
照 。

一
九
九
0
年） 、
『

戦
後
経
済

京
大
学
出
版
会 、

（
東
京
大
学
出
版
会 、

の
経
済
政
策
構
想』
全
三
巻

一
九
八
九
年）
七
頁 。

•

一
九
五
二
年）、

大
川
『

生
活

(

15こ

有
澤
廣
巳
監
修
『

資
料

戦
後
日
本

を
語
ゑ
（
東
京
大
学
出
版
会 、

（
統
計
研
究
会 、

『
生
活
水
準
の
国
際
間 、

地
域
間
比
較
に
関
す
る
研
究』

九
七
七
年） 、

経
済
企
画
庁
『

現

(

16

)

大
川一
司
編

九
五＿＿＿
年）、

伊
藤
秋
子
『

生
活
水
準』
（
光
生
館 、
一

ー
ル
共
和
国
物
語』
（
東
京

水
準
の
測
定』
（
岩
波
書
店 、
一

（一
九
七
六
年）、

有
澤
廣
巳
『

ワ
イ
マ

経
済
企
画
を―-
0
年
史』

一
九
九
八
年） 、
そ
の
ド

代
日
本
経
済
の

展
開
ー
ー

『
経
済
復
興
と
戦
後
政
治』
（
東
京
大
学
出
版
会 、

一
九
九
四
年） 、

中
北
浩
爾

大
学
出
版
会 、

(

8
)
 

(

6
)
 

(

7
)
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L
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＇

六
年） 、
E
．
J
・

ホ
プ
ズ
ボ
ー

ム
『

二
0
世
紀
の
歴
史』
上・
下
（
三
省
堂 、
一
九
九
六
年） 、

参
照 。

(

2
3
)

体
位
計
測
史
に
つ
い
て 、
J•
Ko
mlos
ed .,
 Stature ,
 
Living
 St;
mdard� ,
 and
 Econo
m
ic
 Develop
ment:

E
器aysin

 Anth
ropo
metr
ic

 Histor
y ,
 Ch
icago

 Univer
sity

 Pr
ess ,

 1994,
松
村
高
夫
r

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期

の
生
活
水
準」
（『
三
田
学
会
雑
誌』
六
三
巻ー
ニ
号 、
一
九
七
0
年） 、

同
「

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
生
活
水
準
論
争

再
訪」
上
・

下
（『
三
田
学
会
雑
誌』
八
二
巻
二
号・
八
三
巻一
号 、
一
九
八
九
・

九
0
年） 、
フ
ォ
ー

ゲ
ル
『

ア
メ
リ
カ

経
済
発
展
の
再
考
察』
（
南
雲
堂 、
一
九
七
七
年） 、
フ
ォ
ー

ゲ
ル
11
エ
ン
ガ
マ
ン
『

ア
メ
リ
カ
・
＿ー
グ

ロ
奴
隷
制
の
経
済

学』
（
創
文
社 、
一
九
八
一
年） 、

R.
W .
Fogel ,
Without
 Consent
 or
 Cont
ra
ct ,
 W .
W•
Norton
 &
 Co
mpany ,

1989 ,
 F
ogel/
Enger
man/

'fru
ssell ,
 Explo
ring

 the
 uses
 o
f
 

data
 on
 height ,
 So
cial

 S
cience

 History ,
 6 ,

1982 ,

な
ど
参
照 。

(
3)

T
ed

 Shay ,
 The
 Level
 o
f
 

Living
 in
 Japan ,
 1885,1938:
 Ne
w

 Evidence
 (J•
Ko
mlos

 ed .`
op .
cit.) .

日
本

に
つ
い
て
は 、

斎
藤
修
r

経
済
発
展
は
morta
lity
低
下
を
も
た
ら
し
た
か
？」

（『
経
済
研
究』
四
0
巻
四
号 、
一
九
八

九
年） 、

同
『

賃
金
と
労
働
と
生
活
水
準』
（
岩
波
書
店 、
一
九
九
八
年） 、

鬼
頭
宏
r

生
活
水
準」
（
西
川
・

尾
高・
斎
藤

編
『

日
本
経
済
の
二
0
0
年』
日
本
評
論
社 、
一
九
九
六
年） 、

な
ど
参
照 。

(

4
)

総
合
研
究
開
発
機
構
r

生
活
水
準
の
歴
史
的
推
移』
（一
九
八
五
年）
三
0
四
ー

三
0
五
頁 。

(

5
)

祖
父
江
孝
男
編
『

日
本
人
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か』
（
日
本
放
送
出
版
協
会 、
一
九
八
二
年） 、

鈴
木
尚
『

骨
か
ら
見
た

日
本
人
の
ル
ー

ツ』
（
岩
波
新
書 、
一
九
八
三
年） 、

参
照 。

J
・

グ
ル
ー
『

滞
日
十
年』
下
巻
（
毎
日
新
聞
社 、
一
九
四
八
年）
二
四
三
・

ニ
四
九
頁 。

J
・

ダ
ワ
ー
『

人
種
偏
見』
(
T
B
S
プ
リ
タ
ニ
カ 、
一
九
八
七
年） 。
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イ
ツ
体
験
は、
有
澤
廣
巳
『
学
問
と
思
想
と
人
間
と』
（
毎
日
新
聞
社、
一

独
日
本
人
の
ペ
レ

九
五
七
年）、
加
藤
哲
郎
r

ワ
イ
マ
ー
ル
期
＃

）
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会」
（『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌』
四
五
吾方、
一
九
九
六
年ー
0
月）。

安
田
浩
r

戦
後
平
和
運
動
の
特
質
と
当
面
す
る
課

(

17

)

和
田
進
『
戦
後
日
本
の
平
和
意
識』
（
青
木
書
店、
一
九
九
七
年）、

題」
（
渡
辺・
後
藤
編
『
現
代
日
本』
第
二
巻、
大
月
書
店、
一
九
九
七
年）。

o
f
 Pea
ce
 
�d
 De
mocrac
y:
 
Japanese
 Econo
m
ic
 

De
ba
te
 in
 Poli
tic
al

(
18)

Lau
ra
 E•
Hein,
 In
 Search

Con
tex
t,
 T
he
 Jou
rnal
 of
 
Asian
 Studies,53,
 n
o.3,
 Aug
.1
9
9
4 .
 

(

19

)

以
下
は、
特
に
断
ら
な
い
限
り、
経
済
企
画
庁
『
戦
後
日
本
経
済
の
軌
跡
ー
|
経
済
企
画
庁
五
0
年
史』
（一
九
九
七

年）、
『
国
民
生
活
白
雙
各
年
版
な
ど、
経
済
企
画
庁
文
書
に
よ
る。O

E
C
D
編
『「
蓉
ら
し
良
さ」
測
定
法
の
研
究』
（
至

(

20

)

隆
矢
憲一
『
社
会
指
標
の
話』．（
日
経
文
庫、
一
九
七
七
年）、

誠
堂、
一
九
七
九
年）。

(

21

)

r

大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
報
告
書
九・
多
元
化
社
会
の
生
活
関
心』
（一
九
八
0
年）
三
九
頁。

(

22

)

H・
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件』
（
中
央
公
論
社、
一
九
七
三
年）。

(

23

)

藤
田
省
三
『
全
体
主
義
の
思
想
体
験』
（
み
す
ず
書
房、
一
九
九
五
年）。

(

24

)

小
渕
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
r

ニー
世
紀
日
本
の
構
想
懇
談
会」
報
告
習
（
二
0
0
0
年一
月、
第
二
分
科
会
報

告）
は、
こ
う
告
白
す
る。

「
二
0
世
紀
に
お
い
て
は、
『
豊
か
さ』
の
目
標
が
事
実
上ー
つ
の
形
で
設
定
さ
れ、
そ
れ
に
向
か
っ
て
国
民
が
ほ
と
ん

ど一
丸
と
な
っ
て
動
き、
政
府
の
施
策
が
そ
れ
に
向
け
ら
れ、
企
業
の
活
動
も
そ
こ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
珍
し
く

な
か
っ
た。
…
…
二
0
世
紀
末
の
日
本
社
会
は
二
0
世
紀
後
半
の
経
済
的
成
功
と
そ
の
負
の
遺
産
の
前
に
呆
然
と
立
ち
止

ま
り、
自
信
を
喪
失
し、
戸
惑
い
と
困
惑、
不
安
に
襲
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る。
そ
れ
ま
で
『
豊
か
さ』
の
担
い
手

と
見
な
さ
れ
た
組
織
が
今
や
そ
の
破
壊
者
の
よ
う
に
見
え
て
く
る。
当
然
の
こ
と
な
が
ら、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
幸
福
な

調
和
的
関
係
は
崩
れ、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
『
豊
か
さ』
を
求
め
て
精
神
的
な
旅
に
出
る
よ
う
に
な
る。
こ
の
数
年、

『
豊
か
さ』
に
つ
い
て
の一
定
の
指
標
を
作
る
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た。

そ
れ
は
指
概
の
内
容
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
よ
り
は、
そ
う
し
た
公
定
的
指
標
作
り
そ
の
も
の
が
も
は
や
国
民
の

関
心
か
ら
乖
離
し
始
め
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
『
豊
か
さ』
の
多
様
性
は
社
会
的
に
自
明
の
現
象
と
な
り、

そ
れ
を一
元
的
に
管
理・
運
営
で
き
る
か
の
よ
う
な
発
想
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た。
そ
し
て、
多
様
な

『
豊
か
さ』
の
追
求
そ
の
も
の
が
『
豊
か
さ』
の
証
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る。
こ
う
し
た
事
態
そ
の
も

の
は
社
会
の
あ
り
方
と
し
て
格
別
プ
ラ
ス
と
評
価
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
い。
実
際、
『
翌
か
さ』
の
多
様
性
な
る
も

の
が
脱
社
会
的
な
人
間
の
大
蓋
発
生
や
人
間
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
下
を
意
味
す
る
な
ら
ば、
そ
の
社
会
的
効
果
は

見
過こ
す
こ
と
は
で
き
な
い。
ニー
世
紀
の
日
本
を
構
想
す
る
上
で
問
題
に
な
る
の
は、
『
豊
か
さ』
の
多
様
性
そ
の
も

の
で
は
な
く、
社
会
的
帰
属
意
識
が
希
薄
化
し
た
状
態
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
人
間
的
な
活
力
の
低
下
現
象
を
ど
う
す
る

か
で
あ
る。
ー
つ
の
『
豊
か
さ』
の
基
準
を
設
定
し
て
国
民
を
動
員
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る一
方
で、
『
豊
か
さ』

な
が
る
と
い
う
の
で
は、
ニー
世
紀
の
日
本
の
展
望
は
極
め
て

の
多
様
性
の
追
求
が
無
気
力
や
無
力
感
の
蔓
延
に
専
ら
っ

も
の
に
な
る」
（
総
理
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ、
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.l

an
tei.
go.
j
p
/
j
p/
2
1
 cen
tury
 /inde
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描
き
に
く
い
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